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Total Well Being Concept：健康安心幸福社会の実現

実現に関わるオープンデータとパーソナルデータを安全に結びつけ、そこから意味情
報を引き出し、個のネットワーク同士を結びつけ価値創造と学びの社会を実現する。
心の問題（脳と心と身体の全身体的同期計測）を含み、個人と地域‐属性固有性分析
から問題解決の糸口を見つけ革新的サービスを創出する。



目的とサービス実現の観点⇒Society6.0 *

1.医療費や介護費用急騰の社会構造上の問題を解決するために、個人

と 社会の持つデータと属性関係から知見を発見する．

２．個人個人が自分はどの様に生活行動習慣を変えればいいかを認識・

理解でき、行動変革の動機づけと気付きの支援を行う．

３．その支援を行う「共に学び創造する健康社会」を実現する情報・文化

リテラシー向上とストレスフリーな社会形成の支援を行う．

４．その為に健康に関連するオープンデータとパーソナルデータを紐付

けし、新しいサービス事業や社会保険制度を創出する．

５. 得られる社会コスト低減とQoL向上を原資とする新経済圏を創成地域

文化に立脚したニューファミリーと産業形成に寄与する．

６．基本となるオントロジーを標準化、マルチベンダー、様々な診療機関

のデータ（フォーマット）をPLR/PDSで集約する自律協調分散型ネット

ワークシステ実現する.
*Glocal Awareness Free Agent Society:唯識の顕在意識化による人間行動の意味‐意図‐意志‐意義‐意義に対する、より人間の持っている可能性を発見、き出す場と社会に関する
「脳・こころと智の融合を実証し、Total Well Beingを実現できる個と公共が調和した、アート主導型のパーフラット社会=WLM(web Level Marketing BusinessModelの研究開発を行う。



最近の取り組み事例 1（様々な場における交流）

LODチャレンジ2018応募以降、COGcharennji 2018 ,IMI共通語彙勉強会、ＩＣＰＰ情報

基盤フォーラム、脳・こころと智の融合研究会、ウエラブルヘルスモニターによる新ビジ
ネスモデル研究えお通し、健康関連データ~し式を引き出しメッセージ化する研究開発を
進めている。



最近の取り組み事例 2
多次元データ分析に対する事前の問題の因果関係の把握（仮説推論）とパーソナルデータ収集や相関関係演算
や意味抽出、AHP/ANPによる因果的ベージアンネットワークと共通因子分析などによるD2K2M手法の開発を行
う。パーソナルデータ収集方法開発、総合的良簿医療・介護に対する個人および組織行政帰還などに対する公民
連携のコンサルティング＆コ‐チングにAIｘデータサイエンスを加えたSDGsオープンカレッジの事業化を企画中。
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最近の取り組みの事例 4（COGチャレンジ2018発展展開)



最近の取り組みの事例３（財政データ使途の適正分析）

808市町村の財政データの相関分析、一人当たり各種指標の試算、相関係数
行列と対応散布図（Xview-市民のミカタ花谷氏の分析レポートによる）



新たなる取り組みの説明（＋健診データとの相関分析）

横浜市データヘルス計画の最新資料が公開されている。１８の行政区単位での疾患内容、一人
当たりの医療費などのデータが一次分析されている。本データと健康21関連のデータ分析との
相関をとることにより、予防医療が如何に医療費の削減だけでなく、要介護リスクをいかに減少
させられるかのモデル試算が可能となる。

また、健康21のデータに関してはＨ２８年度のデータが公開されており、当初のＨ２５年度データ
の時系列変化と合わせて将来分析の精度を向上させていくものとする。 特に重症疾患の予防
が重要で、糖尿病ー腎不全関係、脳・心血管不全、精神疾患 は地域特性（経済的問題を主要
因とする社会要因が高いことが見えているので、医療介護ー健康問題は心の問題を含めて地域
全体で対策していく必要がある。それには市民と行政、企業、サービス事業者が一体となった具
体策で対応が必須となる。



ご清聴有難うございました


